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　ＡＭＤＡの活動に温かいご理解をくださいまして厚くお礼申し上げます。

　今年も皆様のお気持ちを活動に込めて必要とする人々に届けてまいりました。

いただきましたご支援に改めて感謝いたしますとともに、２００９年の平和と

皆様のご健康を願いつつＡＭＤＡダイジェストをお届けいたします。

　来る年も引き続きご支援の程よろしくお願い申し上げます。

パキスタン西部地震被害に対する緊急支援活動
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　パキスタン西部バルチスタン州（クエッタから60キロ北西）

で、10月29目にマグニチュード6.4の地震が発生しました。

　AMDAは11月９目、AMDAパキスタン支部から外科医４人・

運転手２人の医療チームを、被害が犬きかったジアラット地区

（クエッタから約110キロ北西）に派遣しました。 AMDAパキス

タンチームはジアラットに11月9～12日滞在し、地元当局によ

って建てられたカフスの避難所の医療クリニック（テント）で約

75人の患者を診療しま|岫馳一万

した。災害後に顕著な、幽　ニ､万

うつや興奮、不眠の症

状が多く診られまし

た｡また､避難所には産

科医や薬剤師がいない

ため、医薬品（100kg）

を地元保健局へ提供し

ました。

　AMDAアフガニスタ

ン支部の医療チームは、カンダハル近郊（パキスタンとの国境

から3km）のスペン・ボルダック県病院で待機後、調査を行い

ました。同チームは、医薬品調達後、診療を希望する住民への

巡回診療を開始しました。

｜
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【派遣者】

計17人(医師8人･看護師3人･薬剤師1人･調整員３人･運転手2人)

AMDA本部　ニティアン・ヴィーラヴァーグ　調整員

ＡＭＤＡパキスタン支部　外科医４人(バカイ医科大学病院)

　　　　　　　　　　　　運転手２人(バカイ財団)

ＡＭＤＡアフガニスタン支部　医師４人･看護師３人･薬剤師1人･

調整員2人(政府系組織AHDSrアフガン保健･開発サービス)他)

中国四川省地震被害に対する緊急医療支援活動（5～lo月）

　AMDA台湾支部や協力団体とともに、:i……'゛I""'

四川省の被災地(綿陽市安県、成都市、　　　'

都汗顔市、徳陽市スーファン）で、予術

や巡回診療､医薬品などの配布を行ない

ました。現地協力機関と連携して、心理！

カウンセラー養成研修と集団心理カウン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーセリングも実施しました。　　　　　　　｜

　復興支援活動として、９月に四川省中　才

西医結合医院と協働で､血圧計と血糖値

測定器を病院や診療所に寄贈しました。ヅ

また、日本国内の関係者(日中青年交流

協会･本部福山市/笹山徳治理事長)を通

じ、８月23～27日と10月18～23日に
保健室で健康診断（結腸市10月）

四川省綿陽市で健康診断を実施しました。チャン族の子ど

も､家族を失った子ども､崩壊した家屋や親戚宅で生活する

人々、農家の高齢者などを診察しました。風邪、皮膚病、胃

－

　　　　巡回診療(綿陽市10月)

腸､神経痛､婦人病の人が多く、

被災後寝たきりの女性もいまし

た。シップ薬、うがい薬、風邪

薬、胃腸薬、消毒薬を配布しました。被災した児童が通う

学校（生徒総数300人、その内被災児童40人）も訪問し、保

健室で健康診断を実施しました。

一



AMDAJouma1号外・ダヂジエスト（l＼/(ﾌ.3わ　2卯∂皐12月

　AMDAは、緊急医療支援の必要性を調査するため、エルパラ

イソ県ダンリ市緊急対策委員会、エルパライソ県保健地域事務

所と協議を行い、被災地域を視察しました。その結果、特にア

クセスの困難な地域、保健所スタッフ１人で運営を行っている

過疎地域におけるニーズが高いことが判明しました。同県の保

健医療サービスを統括している保健省エルパライソ県保健地域

事務所では､職員すべてが緊急医療支援活動に従事する体制に

なっており、ＡＭＤＡの緊急救援活動は、その一端を担うという

形になりました。

　この緊急救援では､ＡＭＤＡ社会開発機構が事業を実施してい

る地域での災害であったため、対策委員会の一員である県保健

地域事務所との連絡・調整も円滑に行うことができ、一屡述や

かな活動が可能となりました。

　豪雨により水道管が流されL水道が

使用できなくなったり、通常井戸水を

使用していて飲料水が汚染されたり、

また、家屋への浸水や道路の冠水によ

り常に汚染された水の中を歩かなけれ

ばならなくなったことから、巡回診療

では、汚染された水が原因の疾患が多

く見られました｡また､熱帯性低気圧16

号の後、今年初めての寒冷前線がホン

ジュラスをおおい、首都で気温が15度
薬を待つ患者

以下になるなど、気候の変化が激しかったことから、診療件数

から見ると、脳内寄生虫症が24％、感冒、気管支炎などの急性

呼吸器系疾患が23％、疫痢（かいせん）、水虫、しらみ、アレル

ギー性皮膚炎等の皮膚疾患が16％という結果となりました｡土

砂崩れや河川の氾濫により、アクセスできないコミュニティー

に関しては､今後の道路復旧状況などをみて活動を検討します。

キューバ人医師との連携

今回の緊急救援では、県保健事！
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リ市にある地域病院に配属さ　i:

れ、１人の疫学専門医は県保１

健事務所､その他10人はエル キューバ人医師による診療

パライソ県内各地の保健所で活躍しています。

　キューバ人医帥たちは、日常の医療現場での活躍のほか､医帥

のいない地域へ、月に一回程度、巡回診療も行っています。巾役

所、ＮＧＯ等が協力し、医薬品、交通手段を確保し、キューバ人

医帥たちが､診療を行っています｡AMDAグループでも、2002年

から2004年にかけ、キューバ人医師らと巡回診療を行っ

た経験があります｡そし

て、現在も、エルパライ

ソ県における母子保健

事業において､連携して

活動を行っています。

　このように､今回のホ

ンジュラスの緊急救援

は、同国の保健行政、そ

して公的保健医療シス

テムの一端を担うキュ

－バ人医師との連携により実現

したものです。これまでのこう

したパートナーシップがこの緊

急救援に活かされ、また、この緊

急救援を実施したことによりその

パートナーシップが強化されたと

いえます。

jAMDA緊急医療支援チーム】　計12人
Ｉ渡辺咲子　AMDA社会開発機構ホンジュラス事業事業統括（看護帥）

務所職員とそこに配属されているに^゛LLIこ

キューバ人医師と医療チームを編ﾄﾞ市上“白紗

成し、巡回診療を行いました。　　Ｉ医師３人

　ホンジュラスヘのキューバ人医ｌ

師派遣プログラムは､1998年11月Ｉ看護師２人

AMDA社会開発機構ホンジュラス事業

業務調整員（テグシガルパ事務所にて調整）

ＡＭＤＡ社会開発機構ホンジュラス事業１人

エルパライソ県保健地域事務所キューバ人２人・

　　　　　エルパライソ県保健地域事務所２人

二言詰な⊇ゾ回写尚人
まりました。その後、キューバ人Ｉ

｜調整員２人

エルパライソ県保健地域事務所１人
エルパライソ県保健地域事務所２人
AMDA社会開発機構ホンジュラス事業

＊上記に加えて､地元の警察官と軍人が安全管理のため同行しました
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ミャンマー保健省

パイン･ソー副大臣

　　AMDA訪問

左から、菅波茂AMDAグループ代l

パイン・ソー副大臣、岡田茂日本一ミ

ンマー医療人育成支援協会理事長

　11 jj 20 日、ミャンマー連判

省のパイン・ソー副大臣、ト、

ナイン・ウー保健省医学研笏

ら同国保健省の要職に就く４．

日本一ミャンマー医療人育成

協会の岡田茂理事長ととｉ

ＡＭＤＡを訪問されました。ａ

は､AMDAが実施したミャン･

サイクロン被災者支援に対し

を伝え、今後の協力について

強い支持を表明されました。



　ﾐ=皿一腰順麗麗|||麗麗重罰題|�|　　　|||||

　＝･＝＝＝　t＝-･Sr:: 1:1こΞ1’゛゜”゜･!「　.i･･‾’・　　　11111j
･⊇芦ｊ－．－．函－－．-－ ･１≡－゛･･ － ’Ξ一一１－き’－Ｊｌｉ１－ -． ．=１･Ξａ･

≡･．．･．･・－ｉｉｊ－－－－Ξ－=ｊ　邑-._　－J･....J..－　　－7’.･.‾･ ･. こ-
3｀孟習１ｉｊｉ四晋旦W≒if‘-－゜?y1..jい’eJご7tl=:･でTla匹

J･
aJjλL二£義丿-哩y･こ冲yJdり_う.7:ら；，唐臨|

　　　　　　　　　　　㎜■■■■■■㎜■■　■■■　■■　･■■■■■■　･･㎜･･■㎜

長期プロジェクト実施国

ミャンマー･･゛I ”　　　｡｡…………

中部乾燥地域　J11::kl……､｡、。.is.｡こj=ll｡:
’・礎保健サ。一ヌ向恚支j豊恵歯回漕卜
　マイクjコクす警イナｊｉ癩捺薄葬Ｕ晋

コーカタ地域j.i｡………iiill…………Jlti:一一1;1･i:一一1:1.:1｡;l:｡･;･･j: 3万|::j

　母子保健帚:栄養改善書婁回　1蚤……lii

ﾒU/7£M
JQ,Jmaj号外・ダイジ_1ニスト（NO.31）

　　i l-111≡≡i-≡-ili ?－ -i－ ･ l iii-･－･･≡il･

2008年12月

’≡il .≡.-li iill

一一一回jSnU!-ふ八f-¶fl≒9-s･~-･一　一．　－
‾‾Ｊ‾'゛Ｃふうtｺの原匠の言言と明日の希望を実現できる状況ｆ

　　…１佃i∃a･・{S11mllllトi･1!: 1･;
・.･.･･M豆錨ii‐･f籤�－i涵ligili4.1:=i=714.:.･･:=i･.･･=……

　　　･･皿js･¶1u.･■国･-四■･.･j－－1h･ ･.1』.･』....i…………
････　･¶･my･･●l¶I･四jl四国ll･.¶I－●●II● ･II lj･ I I●

‥　Ta芸ii番l斎lllⅢll ll　!………iil

　･･ふ■・.　　　　　　　j.-k-.a･.･● d心･　■■I..･｜.　'･････　　.･.V･-･･･j尨SS;,.･S.〃や9〃!･‘･‘ ・　･‘
ネパみル＼厘lご　∧=ダ

………………!･･.･･････　　　i･･;=SSli･|': 111･皿･;'-　　　'

中西部農村地域回且-‥::ド

プチども病院を通笞:だ目医療サービスの

が向上と母子保健促進康農

　感染狸鮭策;i;;;:i;揃養放善汚生活鯉善事業

ベトナム

北部山岳地域

ﾚヽ｡母子保健促進支援事業

　　　　　　　　　　　　　9:｡こk，=,;i:こ;,:i2111ｮ1゛゛゛゜“1価川ｮ罰ﾖﾉi胆1

　　　　　　　　　　　　■■　　　　　　　　　　　　　　　　●･･-･ I･･･l■■●●II■■■■■|･j■･･

・……回……y………;l……心j……y≒|………･:12:!!:;1:::i:。n£ｮ|;ilir'幇路;,,｡1:蘆掻ｊド1' ‥

1　1 11 1 11 1'i11111 1111 1 ･111111111;lllll 麺｡liiil･ll‐11戸･i14･ y‘‘‘‘'!illl;ll:'　・　ｮﾖ『

　･･･ ･･　････1････････････1･･･1････ ・ ･ 1 ･･1¶jll.S･･I･･-･一●･･･i･･･ll¶■¶I.　　･･麗1dj･･■I.　･la　　　;･むlll

,

l
･--　.ｺﾞ　

･.,1

●癩

　　'………………………ス々トラ島琢咆-アチェ

　　　　　惣暫Jサニ9門支援事業

　　　　　　●』●●aa････■a･････j･■■■ふ一一■●一一u●■■j･-　　　　　　･jjijll..j●』●...j.』Jj●』.I.-j....j...　　.

　　　　“ﾐ･･ ･●･････-゜゜j･･････｀･･●･･･“j●●●d1°●･djIIlj

　　　　　トジ1……｀'.,;　a　'　　　

ダ

特定非営利活動法人ＡＭＤＡ社会開発機構

　AMDA海外事業本部の事業を承継し、2007年から社会開発を中

心に、アジア・アフリカ・中南米の８カ国で、地域保健、貧困の軽

減、社会の発展、平和の構築に取り組んでいます。

〒700-0807岡山市南方2-13-1　ゆうあいセンター内

電話:086-232-8815　FAX : 086-232-8816

E-mail:info＠ml.amda-minds.org　http://www.amda-minds.org/
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特定非営利活動法人ＡＭＤＡ国際医療情報センター

　在日外国人を対象に、電話で各国語により、言葉の通じる医療

機関の紹介や医療福祉制度など医療情報の提供を行っています。

また､外国人患者受け入れに取り組む日本の医療機関に外国人の医

療に関する情報を提供し、スムーズな受け入れを支援しています。

センター東京　事務電話:03-5285-8086　相談電話:03-5285-8088

センター関西　電話:06-4395-0555

　http://homepage3.nifty.com/amdack/
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国内ボランティア活動支部

●ＡＭＤＡ支部

　ＡＭＤＡ兵庫県支部

　ＡＭＤＡ神奈川支部

　ＡＭＤＡ沖縄支部

●AMDAクラブ

　ＡＭＤＡ鎌倉クラブ

　ＡＭＤＡ高知クラブ

　ＡＭＤＡ福山クラブ

　ＡＭＤＡ神女クラブ

　　　　(神戸女子大学)

●ＡＭＤＡ高校生会

　http://www.amda.or.jp/

　highschool/about.html
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救える命があればどこへでも

　ＡＭＤＡ本部とＡＭＤＡインド支部は、

インド・ビハール州に緊急医療支援チ

ームを2週間派遣し､アラリア県とスパ

ウル県の避難所16ヵ所での巡回診療と

アラリア県のプライマリーヘルスセン

ター(PHC)での診療を行いました。診

療人数は、PHCで311人、巡回診療で

2､267人｡主な症状は、皮膚疾患､下痢、

耳の感染症､呼吸器感染症､心理的不安

(うつ)でした。ビハール州は最貧州で

あり、初めて医師の診療を受ける患者

■ミャンマー・サイクロン被害に対する

　緊急支援活動(5・6月)

　AMDA社会開発機構と連携し、日本人医

療従事者･AMDA現地医療スタッフ・保健

省(保健局･クンジャンゴン市保健局他)医

療スタッフ・住民の参加による巡回診療、

飲料水用錠剤と石鹸の配布､保健衛生教育、

毛布や古着の贈呈などを実施しました。

　ミャンマー保健省が、国際NGOに所属す

る外国人医療従事者に対し、被災地におけ

る診療活動を許可したのは、今回AMDAが

初めてでした。

巡回診療中の細村幹夫医師(右)と

小堀他津子看護師(中央)

・ネパール・インド洪水緊急医療支援活動｜

　　　　　　　　　　　　　（8～10月）　｜

　AMDAネパール支部は､AMDA病院から､医

師・緊急救命士・調整員など合計36人をネパ

ール･スンサリ郡へ交替で派遣しました｡避難

キャンプに仮設診療所を開設して、1､813人の

患者を診療しました。ラム･バラン・ヤダブ大

統領が､避難所内のAMDA仮設診療所を訪れ、

感謝を述べました。

　また､同支部はネパール子ども病院から、洪

水と地滑りの被害が甚大だったカイラリ県に

緊急医療チームを派遣し、同県僻地で診療活

動を行いました。

インド・ビハール州アラリア県での巡回診療の様子　　も多くいました。

保健

・ン・

局長

kが、

支援

　に、

大臣

ｱﾐｰ･●

謝辞

も力



AMDA兵庫県支部

　支部設立以来

ずっと支援して

きたAMDAネパ

ール子ども病院

が10年を迎え､11

月１日には記念

講演会＆シンポ

ジウムを成功裏

に開催、その様

子は毎日新聞紙

面で紹介されました。また10年を記念し

●

●

Ｉ

Ｉ

●

●

●

Ｉ

Ｉ

Ｉ

●

Ｉ

－
－
－
－
Ｉ

●

て発刊した絵本「ありがとぅね」も好評：

で、売上げを新しい周産期病棟の建設費・

AMDA Joumal 一多様性の共存一号外　」2008年12月１日発行（毎月｜回１日発行）1995年11月27日　第三種郵便物認可

人間は誰でも他人の役に立ちたい気持がある

AMDA沖縄支部 AMDA高知クラブ

　AMDA沖縄支部は、1995年の設立以来、:　10月11日（上）12日（日）の２日間、

ニカラグア、ガテマラ、インドネシア、ぺ、高知大学医学部の学園祭“南風祭（みな

ルーの緊急救援へ医師と看護師を派遣しま：かぜさい）”が開催されました。今年誕生

した。沖縄県は日本の南玄関であり、歴史・したAMDA高知クラブは教室展示の一一角

的に多くの方々が中南米などに移住してい：を借りて、ＡＭＤＡの活動を紹介するブー

ることから、各国で沖縄県人会が構成されＩスを開設しました。人目を引く大きなポ

ています。支部では、こうした地理的特性：スターに引き寄せられて、大学祭に訪れ

と人と人とのつながりを大きな輪にしてい：だ学生や外部の方々も、ＡＭＤＡブースで

くことを目指しています。より支援が広が、足を止め、ミャンマー・サイクロン緊急

るようにと、11月８日、沖縄国際センター主：支援と中国四川省地震緊急医療支援の写

催の国際協力･交流フェスティバルに出展し・真パネルに目を向けていました。実際に

ました｡また､これからは地域医療への貢献：現地での活動の様子を目にすることで

を考えています。県主催のマラソン大会のＩ ＡＭＤＡの活動がどのようなものかを知る

に充てようと頑張って販売しています。：医療班のお手伝いを皮切りに、スポーツイ　ド乍が出来る良い機会になったと思います。

来年１月17日にはネパールにて、震災物・ペント医療班、県在住外国人の方々の医療

故者と病院で亡くなった母子への合同慰：支援を通し地域の役に立ちたいと願ってい

｜

－
－

霊祭を予定しております。これからもご：ます｡AMDA沖縄は､国際貢献と地域医療貢ｌ

支援よろしくお願いします。

　(AMDA兵庫県支部会計　中山正紀)

チャリティ企画によるご支援

　浅口市歌謡連盟が設立

され2年が経過し､AMDA

への支援を発案したとこ

ろ、役員一同賛成で、即、

市文化連盟はもとより、

市､教育委員会､市議会も

快く賛同してくれ､９月28

日、金光公民館（岡山県浅

口市）にてチャリティ歌

献の２本柱でこれからも頑張ります。

　(AMDA沖縄支部　支部長　大仲良一)

謡祭を開催しました｡当日は市長も特別

　　　　参加で白慢ののどを披露し、

会場での寄付贈呈

又、100余名の会員（歌手）達

がいつもより情感たっぷりに

唄い、大盛況のうちに会を終

えました。会場入り目でのパ

ネル展示、リーフレットの配

布により、AMDAの活動を来

場者も理解してくれたのでは

ないかと思っております。

(浅口市AMDAチャリティー実行委員会　三宅生久)

■AMDA会員の募集

医師会員

一般会員

学生会員

法人会員

賛助会員

　年会費　I

15,0ooド

10,000円Ｉ

　ﾜ,5oo副

3o,ooo（

2,000円Ｉ

※医師･一般･学生･法人会員

には､活動報告詰「AMDAジ

ャーナル」を年4回､『AMDA

ダイジェスト（ＡＭＤＡジャ

ーナル号外）』を年２回、

賛助会員には、『AMDAダイ

ジェスト（AMDAジャーナ

ル号外）』を年２回送付して

います。

＊入会ご希望の方は､同封の郵便払込取扱票の

　裏面をご覧いただき､必要事項をご記入の上

　ご入会の手続きをお取りください。

｜

今回は展示のみでしたが、今後は様々な

催し物として出展できるように、高知ク

ラブメンバーで相談していきたいと思い

ます。

(AMDA高知クラブクラブ長高杉尚志)

Ｉ書き損じハガキを集めています

　書き損じがありましたら

AMDAまでお寄せください。切

手と交換し、通信費として使わ

せて頂いています。未使用切

手・ハガキも集めています。

　※お問い合せは

　TEL 086-284-7730

　FAX 086-284-8959

■ＡＭＤＡホームページがリニューアル！

　新しい機能も付き、パワーアップ。ぜひご覧ください。

　ホームページアドレス　　http://www.amda.or.jp/

【主な追加機能】1.サイト内検索に対応　2.動画の掲載

トップページとAMDAビデオギャラリーで､被災地での活動をご覧いただけます。

3.携帯サイトの設置　　携帯電話からも閲覧ができます。

4.写真の投稿　ＡＭＤＡホームページから、写真の投稿をしていた

　だけるようになりました。投稿をお待ちしています。

5.オンラインクレジットの寄付

　ネット上で、AI･AMDAカードによる寄付ができるようになり

　ました。情報は暗号化されて送信されます。
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ペルー

リマ市（都

　栄養改善

　　キューバ人医師による診療

？しています。

横療現場での活躍のほか､医師

巡回診療も行っています｡市役

交通手段を確保し、キューバ人

≒AMDAグループでも、2002年

－バ人医師らと巡回診療を行っ

-

‖

-

平和とは今日の家族の生活と明日の希望を1

－

長期プロジェクト実施国

ルサカ市非計画居住地区結核対策事業

ルサカ市結核対策強化事業

コミュニティセンター事業

特定非営利活動法人ＡＭＤＡ社会開発機構

　AMDA海外事業本部の事業を承継し、2007年から社会開発を中

心に、アジア・アフリカ・中南米の８カ国で、地域保健、貧困の軽

減、社会の発展、平和の構築に取り組んでいます。

〒700-0807岡山市南方2-13-1　ゆうあいセンター内

電話:086-232-8815　FAX : 086-232-8816

E-mail:info＠ml.amda-minds.org http://www.amda-minds.org/

特定非営利活動法人ＡＭＤＡ国際|

　在日外国人を対象に、電話で各国語に

機関の紹介や医療福祉制度など医療情報

また､外国人患者受け入れに取り組む日本

療に関する情報を提供し、スムーズな受gヽ

センター東京　事務電話:03-5285-8086

センター関西　電話:06-4395-0555

　http://homepage3.nifty.com/amdack/

　左から、菅波茂AMDAｸﾞﾙｰﾌﾟ代表、
　パイン･ソー副大臣､岡田茂日本･ﾐｬ｀

　ンマー医療人育成支援協会理事長

　11月20日、ミャンマー連邦保健

省のパイン・ソー副大臣、トゥン・

ナイン・ウー保健省医学研究局長

ら同国保健省の要職に就く４人が、

日本一ミャンマー医療人育成支援

協会の岡田茂理事長とともに、

ＡＭＤＡを訪問されました。副大臣

は､AMDAが実施したミャンマー・

サイクロン被災者支援に対し謝辞

を伝え、今後の協力についても力

強い支持を表明されました。
巡回診療中の細村幹夫医師(右)と

小堀他津子看護師(中央)
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　ＡＭＤＡ本部と

インド・ビハー

－ムを2週間派剥

ウル県の避難所

アラリア県のプ

ター(PHC)での

療人数は、PHC

2､267人。主な症

耳の感染症､呼[t

(うつ)でした。

あり、初めて医

インド・ビハール州アラリア県での巡回診療の様子　　も多くいました
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